
 

今月のトピックス
・お客さまのご感想！ありがとうございます。
・中学生以来の読書感想文（大石）
・住宅ローンの変動金利に保険をかける
（山中）

■お客さまの声～ありがとうございます～

皆様からお寄せいただく、感謝の声は私たちがプロとしてＦＰサービスを提供し、改善し続
けるために役立つともに、この仕事をしていく上で最大のエネルギーになります。どうもあり
がとうございます。今回は、資産運用から２年たち、追加相談を御希望されたお客さまのお声
です。どうもありがとうございます！！
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運用や預貯金の見直し、保険見直しをご検討中の方はイマスグ電話無料相

談（053-474-8266）をご利用下さい。
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グーグルで「浜松 FP」と入力して

一番最初にでてくるところ。

山中崇寛 ： 本を読んで泣くことの多いＦＰ
大石ゆき ： 毎月７０枚以上の保険証券分析してるFP

＜スタッフのひとりごと＞
久しぶりに会うお客さまには、「かわったねぇ～」と

よく言われますし、初対面のお客さまには、写真と違うねぇ
とよく言われます。なので、今日はさっきとったばかりの

第1号から読みたいという方はご連絡ください（053-474-8266）。
当社のホームページからダウンロードできるようにしました。

先月に引き続き、資産運用相談を御利用になって2年が経過したお客さまの追加相談の御感想で
す。当社は、開業して3年弱ですので、2年以上経過したお客さまの成果はまだありません。しか
し、相談をされて1年以上経過した方で「マイナス運用」の方が1人もいないのも事実です。過去
の実績は将来のリターンを約束するものではありませんが、保健見直し同様、多種多様の雑誌や書
籍を読むことで「知識の収集」、そして溢れる情報の中から「情報の整理」を行うことが大変な方
は、FPの力を借りることで簡単に解決すると思います。もちろん、ＦＰにも「当たり、ハズレ」が
ありますので御注意を。（山中）

■住宅ローンの変動金利に保険をかける～その２～

前号では、変動金利と固定金利のメリットとデメリットのお話をしました。変動金
利は将来金利が上がらないということを願う「賭け」みたいなものというところまで
お話しました。

ローンを組まれてる方は、全期間固定でない限り、「将来にわたって、金利は上が
らないでほしい」と思ってるかたがほとんどだと思います。

しかし、資産運用されている方は、「将来にわたって、金利（運用利回り）は上が
り続けて欲しい」と思ってる方がほとんどです。

結論から言いますと、「変動金利に保険をかける」というのは、その両方を同時に
してしまえば、将来、金利が上がっても、上がらなくても、手元に残るお金は多くな
るということです。

でも、「ローンの金利は上がって、資産運用の利回りが下がること」も考えられる
のでは？と思われるかもしれません。

もちろん、運用方法次第では、そうなることもあるでしょう。しかし、「そもそも、
住宅ローンの金利はどのように決まるのか？」をしっかりと理解しいれば、全く問題
ありません。

最近の変動金利の住宅ローンの店頭金利は、「短期プライムレート」の金利に１％
を加算した数字と全く同じです。短期プライムレートは、公定歩合に若干の連動性が
あります。（ムズカシイ専門用語の説明は次回にします。）そして、公定歩合は、世
の中の景気に連動します。

一方で、「株」も世の中の景気連動します。景気がよければ、株の値段も上がりま
すし、景気が悪いと株の値段は下がります。また、公定歩合も、景気が良くなると、
市中に出回る貨幣を抑制しようと、金利を引き上げ、貨幣の流通量を抑えます。そう
すると、金利も上がってします。

島田市50代ご夫婦様



先日、七五三の写真を撮ってきました。久し

ぶりに私も着物を着ました。着慣れないものを

着て、疲れてしまいましたが、やはり和服はい

いですね。その日だけ、お行儀良くなりました

(^_^;)

～♪～～♪～ 本のご紹介 ～♪～～♪～～

とても良い本に出会いましたので、みなさまに

ご紹介させていただきます。

「ぼく、だいじょうぶだよ ～暢君と5年3組

のなかま～」というタイトルのこの本は、

「不平不満を言えることは幸せ・・・」 心に響く本、限定２０冊プレゼント！

大石ゆきです。長男（９才・小
四）長女（７才・小一)、次女（５
才・年中)の3児の母でもあります。
地域の運動会で障害物競走に参加。
勢いよくデングリ返りをしたら、
クラッ。三半規管の老化…とは思
いたくない(>_<)

の5年生だった上谷暢大くんが、４ヶ月にわた
り骨肉腫という病気と闘った、そしてそれを
支えたクラスの友達、担任の先生、ご家族の
記録です。

いろいろな事件やいじめや自殺など、いろい
ろな学校による問題の多い昨今、私たちは大
切なものを忘れているような気がします。一
番大切なものは何か、幸せとは何なのか、そ
ういったことを考えさせてくれる本です。

写真も入り、字も少し大きめで、漢字にはふ
りがなも入っていて、小学校中学年くらいか
ら大人まで読むことができます。

残念ながらこの本は、本屋さんでは売って
いません。でも、著者（暢大くんの当時の担
任の先生が著されています)のご厚意により、
このありがとう通信をお読みいただいた方に、
お分けしていただけることになりました！

(Ａ５・ハードカバー･207ページ）

私も、山中も感動し、そして「命」につい
て再認識したこの本（左の写真参照）を２０
冊限定でプレゼントします！！

ご希望の方は、お電話でお申し込み下さい。
電話番号

０５３－４７４－８２６６
担当 大石ゆき

数量に限りがありますので、先着とさせて
いただきます。受付期間は、11月10日～31
日までの土日を除く日とさせていただきます。
（大石）

追伸（山中）
御相談を依頼されたお客様から頂いた本で

す。本を読んで泣くことはよくあるのですが、
この本はいつもより泣けた本です。「生きて
るんではない。生かされてるんだ。」という
母の言葉を思い出させる1冊でした。


